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犬塚公園

場所：犬塚公園

10：00～12：00 
4月9日 午

前
【
予
定
】

小雨
決行

日

午前11時30分以降最後に全員参加のお楽しみゲームを予定しています

当日朝花火を打ち上げます。（中止の場合は打ち上げません）

※駐車場はありません。　徒歩または自転車でお越し下さい。

大谷北小学校大谷北小学校

スギドラック様
スギドラック様

カワチ様カワチ様

金山神社金山神社

〒

至国道50号

JR水戸線

至イオン様

至
結
城

至
結
城

至
小
山

犬塚公園犬塚公園

主催：犬塚公園桜まつり実行委員会　  共催：犬塚自治会／犬塚公民館

※催し物は都合により変更する場合があります。

●ストラックアウト●輪投げ
●昔遊び
●グランドゴルフ●大道芸
●元気アップ体操

●焼きそば
●ポップコーン
●赤飯
※公園内での飲食は禁止となります。
　飲食の祭は金山神社境内でお願いします。※なくなり次第終了
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「
犬
塚
公
園
桜
ま
つ
り
」
は

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
三
年

連
続
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
、
四
年

ぶ
り
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
も
と
、
以
前

に
比
べ
る
と
小
規
模
の
開
催
に

な
る
そ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
に
よ
り
リ
モ
ー
ト
○

○
が
一
般
的
に
な
り
ま
し
た
が
、

リ
モ
ー
ト
で
は
桜
の
香
り
、
た

な
び
く
風
を
感
じ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
是
非
「
犬
塚
公
園

桜
ま
つ
り
」
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
…
と
思
い
ま
す
。

（
M
）

01月01日

03月03日

07月

11月22日

元旦祭
家内安全　家運隆盛　家業繁栄　等祈願する
春の例大祭
天棚を飾り　家内安全　五穀豊穣そして家業の繁栄を祈願する
夏祭り
神輿の渡禦とお囃子の巡行（神様が地内の様子等をご覧になる催し）
秋の例大祭
春に祈願した実りに感謝し、亀起こし等の伝統行事を行う

主な伝統行事として以下の催しを行っております。

犬塚地内の鎮守であります金山神社の御祭神は金山彦命でありまして、鉱工業の神とされており、
その昔は特に鍛冶・刀鍛冶等に携わる方々に深く崇敬されておりましたが、鍛冶は生産に関わる農
道具等を作ることから、生業一般の神として現在は祀られているところでございます。

そもそも創建は平安時代とされており、小山市宮本町にある新義真言宗（本山は和歌山県根来
寺）の寺である持宝寺（弓削の道鏡が太政大臣の時に創建したと伝えられております）の勧請によ
り創建されたものと云われております。

犬塚地内に宝仙寺（宝泉寺）という持宝寺の末寺があったことから、この地に勧請されたものか
と思われます。詳しい縁起につきましては宝仙寺も廃寺となり、持宝寺も本堂その他が焼失してし
まった為残っておらず、伝承に頼るしかないのが現状です。

現在の境内は七筆からなっており、5,327.64㎡の敷地に神社本殿、山王社（犬塚西部地区に
あったものを移築）、水舎、合祀舎（犬塚地内各地にあったものを合祀）そして社務所兼公民館及
び物置並びにKDDI鉄塔が存しております。この由緒ある神社の、特に春秋の祭りは奇祭と言われ
ており、春は天棚を飾り生産及び生業の無事と実り多きことを願い、秋の亀起こしの行事等は秋の
実りと無事、そして生かされていることに感謝する祭りであります。

このような由緒ある文化遺産を後々に大切に伝えていくためにも犬塚地内の皆様方のさらなる
ご理解とご支援、ご協力を賜りますよう、金山神社総代一同お願い申し上げます。 

犬塚の文化遺産、金山神社の由緒とご協力のお願い

金山神社氏子会会長　小野瀬 隆久

編
集
後
記
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十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
、

陸
上
は
令
和
四
年
度
の
活
動
最

終
日
を
迎
え
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
こ
の
日
も
大

谷
北
小
校
庭
に
て
、
挨
拶
、
準

備
運
動
の
あ
と
ダ
ッ
シ
ュ
等
の

練
習
を
し
ま
し
た
。
保
護
者
も

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

犬
塚
育
成
会
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
令
和
四
年
度
陸
上
最
終
日

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）、
犬

塚
育
成
会
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

お
疲
れ
様
会
が
犬
塚
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
二

月
一
杯
ま
で
活
動
し
ま
し
た

が
、
陸
上
の
練
習
最
終
日
に
合

わ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

最
初
に
役
員
さ
ん
に
お
礼
を

言
っ
た
後
、
パ
ン
や
飲
み
物
を

み
ん
な
で
頂
き
ま
し
た
。

犬
塚
育
成
会
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
お
疲
れ
様
会

十
二
月
十
日
（
土
）、
犬
塚
自
治
会
・
公

民
館
の
合
同
研
修
会
が
犬
塚
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

研
修
は
、
金
山
神
社
氏
子
会
会
長
の
小
野

瀬
様
を
講
師
に
招
き
、
金
山
神
社
の
起
源
・

沿
革
や
由
来
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。意

見
交
換
で
は
、
清
掃
活
動
、
催
事
事

業
、
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
区
長
・
副
区
長

を
は
じ
め
、
自
治
会
・
公
民
館
役
員
か
ら

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

犬
塚
自
治
会
・
公
民
館
合
同
研
修
会

自
治
会
で
は
、
全
市
一
斉
清
掃

の
一
環
と
し
て
十
二
月
十
一
日

（
日
）
に
環
境
整
備
清
掃
を
行

い
、
各
班
毎
に
最
寄
り
の
道
路
や

公
園
を
清
掃
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
併
せ
て
、
自
治
会
及
び

公
民
館
役
員
に
よ
る
公
民
館
内
外

の
清
掃
や
除
草
、
ゴ
ミ
収
集
所
の

巡
回
及
び
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
点

検
・
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

冬
季
環
境
整
備
清
掃

今
年
の
研
修
テ
ー
マ

①
研
修
﹁
金
山
神
社
の
縁
起
に
つ
い
て
﹂

　
　
　
　
講
師
　
金
山
神
社
氏
子
会
会
長
　
小
野
瀬
　
隆
久 

様

②
今
後
の
自
治
会
及
び
防
災
会
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

講師：小野瀬 隆久 様

公民館長挨拶 自治会長挨拶


